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次の問題 A、問題 B をそれぞれの指示にしたがって解答しなさい。 

 

 

 

解答には必ず所定の解答用紙を用いること。 
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専 門 科 目 試 験 問 題 
 

問題 A 

 
 受験票に記載した予定履修分野に関する問題から１問を選んで、所定の解答用紙に日本語もしくは英

語で解答しなさい。 
 
 
 履修分野 Ⅰ  
 
１．家父長制の問題と、異性愛主義的なセクシュアリティの間には、どのようなつながりがあるだろうか。

あなたの考えを具体的に述べなさい。 
 
 
２．移民の「同化」という事象について、複数の事例をあげながら、移民側とホスト側のそれぞれの立場

から説明しなさい。 
 
 
３．今日ではオンラインによる新しい形式（小説投稿サイト、Instagram、YouTube など）で自作の小説や

写真や音楽あるいはパフォーマンスを発表したり、他人の作品やパフォーマンスを鑑賞したりするこ

とが行われるようになってきた。このような形での芸術的作品やパフォーマンスの発表と鑑賞あるい

は生産と消費の特徴について、旧来の形式（書籍、ＣＤ、展示会、コンサートなど）と比較しつつ、

具体例をあげながら論じなさい。 
 
 
４．「原文に忠実に訳す」という言説について、あなたの考えを述べなさい。 
 
 
 履修分野 Ⅱ  
 
５．「〜いただけないかしら」「〜差し上げますわ」など、現代の日常生活ではあまり使用しない言葉も、

ドラマやアニメなどでは耳にすることがある。このような言葉遣いが創作の世界で見受けられるのは

なぜか。その効果や影響について例をあげて論じなさい。 
 
 
６．発話行為論は語用論の重要な分野の１つであるが、関連する研究者をあげながら次の基本的語句を説

明し、その概要を述べなさい。 
［協調の原理、間接発話行為、適切性条件］ 

 
 
７．いわゆる World Englishes に関して、Outer Circle の英語と Expanding Circle の英語の扱いが平等でない

という指摘がある。この問題について論じなさい。 
 
 
８．外国語学習時における「エンゲージメント」の構成概念について説明しなさい。そのうえで、「エン

ゲージメント」を用いてどのような研究ができるかを論じなさい。 
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 履修分野 Ⅲ  
 
９．次の４つの文の文法性（Grammaticality）の差について、それぞれの文の統語構造に言及しつつ説明

しなさい。（*は文法的に容認されないことを示す。） 
 

(1)  Hanako talked to John about himself. 
(2)  *Hanako talked about John to himself. 
(3)  *Hanako talked to himself about John. 
(4)  *Hanako talked about himself to John. 

 
 
１０．計量的な語彙調査を最終目的として、ある言語資料のデジタル化を行っているとする。XML にテ

クストデータを符号化していたところ、XML に文字コードとして用いている Unicode（UTF-8）に登録

されていない文字が複数出てきたとする。Unicode で表現できないその「外字」はどのように XML で

符号化できるか、具体例を用いて 1 つ以上の方法をあげなさい。さらに提案した「外字」の符号化方

法のメリットおよびデメリットについても説明しなさい。 
 
 
１１．以下の例文の容認性の判断を参考に、英語の have a V 構文の意味的特徴を説明しなさい。（*はそ

の文が容認されないことを示す。） 
 

(1)  I walked in the garden after lunch yesterday. 
(2)  I walked in the garden from dawn until dusk yesterday. 
(3)  I had a walk in the garden after lunch yesterday. 
(4)  *I had a walk in the garden from dawn until dusk yesterday. 
(5)  She had a slide on the ice. 
(6)  *She had a slip on the ice. 

（容認性の判断と例文は Dixon (2005) より引用） 
 
 
１２．日常会話において疑問文に答えるときには文中の要素が省略されることがあるが、どのような要素

でも自由に省略することが可能であるとはかぎらない。次の B の応答に見られるような省略が容認さ

れない理由を、言語学的な観点から詳しく説明しなさい。（*はその文が容認されないことを示す。） 
 

A:  Were you born in 1995 ?  
B:  *Yes, I was born. 

 
 

問題 B 

 
 受験票に記載した予定履修分野とは関係なく、以下の問題から１問を選んで、所定の解答用紙に日本語

もしくは英語で解答しなさい。 
 
 
B１．近代化の１つの側面は、宗教的価値観からの脱却であった。しかし、政治と宗教は、現在でも強い

つながりを保ち続けている。それはなぜだろうか。あなたの考えを述べなさい。特定の国家やエリア

のケースを論じても、普遍的な現象について論じても構わない。 
 
 
B２．言語文化研究において「比較」の手法を用いる際に留意すべき点について、具体例をあげながら説

明しなさい。 
 
 
B３. 談話の分析方法にはいくつかの種類がある。その中の批判的談話研究について、他の談話分析とは

異なる特徴にどのようなものがあるかを、実際の事例をあげながら説明しなさい。 
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B４．Noticing Hypothesis を日本の英語教育にあてはめた場合、どのような示唆が得られるか論じなさい。 
 
 
B５．次の２文の下線部は同一の構造を持つように見えるが、必ずしもそうとは言えない。少なくとも２

つの経験的事実をあげて、下線部の構造の違いについて論じなさい。 
 

(1)  このCDは花子のだ。 
(2)  This CD is Hanako’s. 

 
 
B６．言語相対論 （linguistic relativity/linguistic relativism）に関して、あなたの考えを具体例をあげながら

述べなさい。日本語と英語以外の具体例をあげる場合は、その言語がわからない人にも説明の意図が

伝わるよう、適切なグロス（gloss）をつけるなどの配慮を行った記述をすること。 


